


わち′総薇害量lDうち転 後ヽの環境ミ化によって生した部分(csと する)は道路管露嗜によ,ス解裁t淑 ろへ

きtの であり,■た転＼時にすでに右在した部分(ESと する)はその世市の家計がらの支出によって鶴致tれ

ろへttの である。対象の主′体ヒ旬ろサヘての世帯につt スヽ′こOCSt総 和したもの`その主.体に後ろ菫 影

響責日進する。一方 同麻itしてESt綸 和したものはその主林て電ろ世帯がみすからの家計から支出すへを預

円の縦和であるか、ここてパイバス迫踏の豊調等によって,端 被宅がなくち,たとすると,そのESの 部分の

統和は対象世帯にすt てヽ生じろ硬金の総釉t表 していろここになり,こ六tその主林に係わろ壕境改善硬益こす

る:こ のようにしてすへての主坊について峨境影響賞鳳′琵詢竜改善̀便益亡求めて総知う人は′AASHOの 価

率亡投日して′次のような費日硬益劣柑が可能と可る。

梗辞 =

二    道 路矛1円右の硬益+瑠増改事優益

翻 更設 総埼管理費用の増分一授端 響優隔

3な 唐溝造に関す稀 果

豊橋市の国遭1号は深夜o時 t迅むても大型車が約40oつ /毎ころく,そ米によろ躍暗は要請基ギt越えてし、

ろ状態である。これに対して観鷹.沿道燿境腱 亡目的のひとつにLた′∵イバス道路の計画が鍋 うねていろ。

アンケート調喧の結晨亡団-2～ 5に示す。図-2の 防止ま出4数 はこ路からの距nliにた,で着実氏済/1」して
いるのが力かろが,回-3の 防止支出骨で見ると B印遺な蹴 刊衰は見られ■ι)。図-4_5は 薇害支出の一例
であろ.言 しくは当日に説明寸ぅ。
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図-4 距 瑠踊Pl 拒習支出 (夫碧●)
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